
作・稲葉直貴 

ノットＡＢＣＤ 
●ルール 
１：太線で囲まれた全てのブロック内に、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを一つずつ配置する。 
    このとき同じ文字が辺で接しないようにする。 
２：隣り合うマスの間を移動してＡ→Ｂ→Ｃ→Ｄの順にたどれる箇所ができてはならない。 
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【例題】 


